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○授業参観ではどの教室
でも工夫された授業がなさ
れていた。「授業研究で大
事にしたいこと」の４点（的・
会・根・芽）を全職員の意識
の中に取り込むことが必要
であろう。

○市の研究指定や文部科
学省の指定で得た財産を
もとにさらに研鑽を深め、
子どもにかえしていってほ
しい。
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○マイカリキュラムによる
特色ある学級経営により、
子どもの居場所を大切に
していることがよく分かる。
　さらに校区の「人・もの・
こと」に目を向け、取り組
みを進めてほしい。

○２３・２４年度の２年間に
わたり、文部科学省の教
育課程研究指定事業に選
ばれるなど県内にとどまら
ず教育実践を展開してい
ることは、子どもたちや教
職員にとっても大変な自信
や誇りとなるであろう。

○多様な体験活動を通し
て「世界一素敵な学校を
作ろうね」と呼びかけるな
ど子どもの心に訴えていく
活動は評価したい。
○心をひらく出発点は「あ
いさつ」であろう。全校児
童が笑顔であいさつをか
わせるよう取り組んでほし
い。

　　　　　　　　　　 平成２４年度　　　外　部　評　価　書

学校名　　和歌山市立　有功東小学校　　　　　      　　　  　　　   作成日　　平成２５年３月３０日

○平成５年の創立より早20年の節目を迎えた。さらに開かれた有功東小を創出していくためには、実践力
のある教職員の育成だけでなく、全ての教職員のベクトルの方向性を一致させることが必要であろう。
○学校評議員会の開催は、学年末だけでなく、少なくとも学期１回は必要だと思う。
○県道拡幅工事関連で、六十谷駅周辺の交通事情が大きく変わりつつある。児童の交通安全教育も現状
に即してさらに必要であろう。

○１１月には研究発表
会を開催し、各地の教
職員に対し、有功東小
の実践を発信していくな
ど有功東らしさがうかが
われる。
○地域の回覧板に学校
だより「六十谷の子」を
定期発行し、学校・校長
の考えを打ち出してい
るため学校が考えてい
ることがよく分かる。

○今年度も薬剤師さん
や選挙管理委員会の
方々を招き、出前授業
が数多く実施された。
○きいねっと上の学校
ホームページもちゃんと
更新されており、学校の
情報がよく分かる。
○長寿会の高齢者とも
交流を続けており、核家
族が進む中、意義深い
ものがある。

○ヤギ牧場においてのヤ
ギ隊、玄関ホールの水族
館の飼育、カウチャルー
ム等生き物の世話を通し
て子どもたちが学んだこと
は大きいと思われる。
○低学年の国際理解教育
や高齢者との交流を通し
て、「ちがい」や「相手の気
持ちがわかる」ことの大切
さを理解させたい。

○子どもたちが自分の意
見を持ち、発言できること
は素晴らしいことである。
あと、他人の意見等をしっ
かり聞くということを身につ
けさせていきたい。
○全教職員が研究授業を
提供することはエネルギー
がいることであるが教師力
をアップさせるためにも続
けていただきたい。

○生活科や総合的な学習
の時間は、子どもの実態
を捉えることから始まる。
○児童アンケートには「生
活科・総合」に関する問い
を設けてはどうか。

○多くの「出前授業」が
実施され、いろいろな分
野の方々に教えていた
だく機会があった。さら
に人材リストの作成等
により、より多くの方々
が関われるよう望みた
い。

○家庭環境は子どもの育
成を大きく左右する要素で
ある。保護者に対してもさ
らに啓蒙を深めていただ
きたい。
○言葉づかいは家庭環境
の影響が大きいと思われ
る。家庭を巻き込んだ指
導の工夫を考えたい。

○学力調査の結果から見
ても「B活用」では10ポイン
ト近く高いと聞いている。こ
れは、日々の実践の成果
であろう。
○各学級がマイカリキュラ
ムを作成するなど担任の
個性を生かした教育実践
がなされている。

開かれた学校 豊かな心 確かな学力 生活科・総合的な学習等研究推進

○創立20周年を迎え、
「信頼される学校」を学
校運営の基本方針に据
えた姿勢は、保護者や
地域住民にとって安心
感を与え、大切なことで
ある。
○地域の「有功元気祭
り」
や「子ども祭り」等は、
地域の方々と触れ合え
るよい機会である。

○学校にかかわるみんな
の合言葉として「世界一素
敵な学校を一緒につくって
いこうね」を設定し、子ども
達の意識の発揚に心がけ
ている。
○今日の大きな教育課題
である「いじめ」問題でも
「いのちの日」　を設定す
る等積極的に取り組んで
いる。

○共に学びあい、問題解
決していく力は、すべての
教科の基本であり、より一
層「確かな学力」の向上を
めざしてほしい。
○家庭学習の充実は子ど
もの伸びにつながる。学年
に応じた家庭学習プランの
作成を望みたい。




